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＝季節のコラム＝ 

新年度が始り、新たに出

会う人々と親しくなるには、

まず毎日の挨拶ですね。  

「挨拶」という単語は、もと

もと禅宗の用語『一挨一拶

（いちあいいっさつ）』が短く

なったもの。「挨」は互いに

近づくこと、「拶」は迫ること

を意味し、修行者同士が出

会ったときに、ことばや動作

で相手の悟りの深浅などを

ためすことでした。やがて民

間へと広まり、人と会った時

にとりかわす儀礼的な動作

や言葉・応対などを言うよう

になったといいます。 

 短い言葉でも、感謝や思

いやりの気持ちが込められ

ていれば、それらを交わす

ことで、信頼関係が出来、

また育っていくのですね。                

(事務局：鹿島） 

１、事業継続経過う（BCP）とは 

川東社会保険労務士事務所・ＫＣサポート株式会社 

２、策定手順と留意点 

 新型コロナウイルス感染症の流行に

より、企業活動に多大な影響が出てい

ます。そんなとき役立つのが、事業継

続計画（Business Continuity Plan。以

下、ＢＣＰ）です。 

ＢＣＰとは、企業が自然災害、大火

災、テロ攻撃、感染症の蔓延などの緊 

 今月は、「まんが古事記」（著者：ふわこういちろう 

出版：講談社）をご紹介します。 

 古典でおなじみの「古事記」ですが、漫画なので、

とても分かりやすく、読みやすいです。因幡の白兎の

お話や天孫降臨も出てきます。 

 たまには日本の神話にふれてみるのも、良いもの

ですね。 

３、おすすめ本 

天満橋（地下鉄谷町線・京阪線）より徒歩6分 

 ★ 所長（かわひがし）ご挨拶 ★ 

 とうとう個人事務所での営業は今月までとなり、 

５月１日からは、新しい法人でスタートいたします。 

名 称 社会保険労務士法人 つむぎ 

住 所 〒540-0012 

     大阪市中央区谷町２丁目１－２２ 

           フェアステージ大手前ビル７F 

   社会保険労務士 川端  努 

   社会保険労務士 川東 三江子 

 以上２名代表で営業をスタートいたします。電話

番号につきましては、追ってご連絡させていただき

ます。 長い間、個人事務所にてお世話になった皆

様、本当にありがとうございました。 

 新法人になりましても、変わらずご愛顧いただき 

ますようお願いいたします。 

                   川東 三江子 

 

★ 事務所・所長の近況 ★ 

 ＜3月＞ 

・３月に入り、コロナウイルスの影響が日増しにでてきて

いるような気がします。お客様とのお話しでも、先行き

が見えない不安が増しているように感じました。 

・今回で個人の事務所通信は最後となります。所内で

は、初旬に引っ越しの段ボールが到着。 私個人とし

ては、「片付けモード」に入っています。置きっぱなし

なっていた本や備品を処分することも考えています

が、なかなか片付かないので、まだまだかかりそうで

す！！ 

※ 当事務所が保有する個人情報は、当事務所が 販促

サービスでの利用を目的とし、その他には個人情報を利用

いたしません。今後このようなサービス(ＤＭ等）が不要な場

合には、お手数ですが、当事務所までご連絡下さいますよ

う、お願い致します。 

 〒540-0036 

 大阪市中央区船越町2-1-5 吉見ビル２Ｆ 

    併設 ＫＣサポート株式会社  

★ ご案内 ★ 

人事労務等のご相談が

ありましたら、お気軽にお

問い合わせください。 

☎   06-6941-7113  

fax 06-6941-7114 

営業時間  

 9：00～１８:００ 

土日祝休み 

 中小企業庁では、中小企業へのＢ

ＣＰの普及促進のため、有識者の意

見を踏まえた指針を作成しています。

指針によると、初めて策定する際は、

以下の手順で進めるとされています。 

 ① 基本方針の立案（目的の整理） 

 ② 重要商品の検討 

    （中核事業の選定） 

 ③ 被害状況の確認 

    （予測される影響の整理） 

 ④ 事前対策の実施 

    （非常時に備えて今できること） 

 ⑤ 緊急時の体制の整備 

    （対応策と責任者の決定） 

 最初から完全な計画を目指す必要

はありません。まずは実現可能なもの

から始め、緊急事態への対応力を鍛

えていくことが重要です。 

 また、ＢＣＰは策定して終わりではあ

りません。従業員への教育と、会社の 

現状を踏まえた見直しが必要です。いざと

いうときに事業を継続するにはどうすれば

いいか、自社の実態に合ったＢＣＰを考え

ておきましょう。 

 日本では、数多くの自然災害が発生し

ているものの、中小企業の多くでは、ＢＣＰ

を作成していません。ただし、策定してい

ない場合に被る損失を考えると、ここで

しっかり作っていくのも一つの方法ではな

いでしょうか。 

＜参考＞【中小企業庁「中小企業ＢＣＰ

策定運用指針」】 

https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/

急事態に遭遇した場合に、損害を最小限

にとどめつつ、 事業の継続・早期復旧を

可能とするための、緊急時における事業

継続のための方法、手段などを取り決め

ておく計画のことです。また策定したＢＣＰ

を円滑に運用・管理することを、事業継続

マネジメント（ＢＣＭ）と呼びます。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%85%E5%AE%97

